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サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
「
秋
の
収
穫
祭
」 

 

―
十
一
月
十
八
日
（
日
） 

本
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
十
七
名
が
神
戸
市
立
東
灘

の
ぞ
み
幼
稚
園
の
園
児
十
九
名
と
保
護
者
を
招
い
て
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
を
し
ま
し
た
。 

               

      
 

 

点
字
を
学
び
ま
し
た 

 
 
 

―
家
庭
看
護
福
祉
― 

 

三
年
生
の
「
家
庭
看
護
福
祉
」
で
は
、
十
一
月
九
日

（
金
）
か
ら
五
回
に
わ
た
り
、
馬
場
宏
祐
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、
点
字
を
学
び
ま
し
た
。 

       

第
二
回
学
校
評
議
員
会 

―
十
一
月
二
十
一
日
（
水
） 

 

第
二
回
学
校
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
委

員
か
ら
は
、「
通
学
路
の
歩
道
を
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
時
、

二
人
の
本
校
生
徒
が
気
持
よ
く
道
を
譲
っ
て
く
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
日
、
三
年
生
の
「
発
達
と
保

育
」
選
択
者
が
心
を
こ
め
て
焼
い
た
ク
ッ
キ
ー
を
試
食
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

秋
の
味
覚
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

―
十
一
月
二
十
三
日
（
金
） 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
お
お
ぎ
の
郷
」「
甲
南
山

手
」
か
ら
高
齢
者
七
人
を

招
き
、
吹
奏
楽
部
が
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

実
施
ま
し
た
。
ま
た
、
事

前
に
自
然
科
学
同
好
会
を

は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
収
穫
し
た
銀
杏
を

当
日
七
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
高
齢
者
に
ふ
る
ま
い

ま
し
た
。 

      
 

  
ふ
れ
あ
い
保
育
体
験 

 
 
 
 
 

 
 

―
虹
保
育
所 

十
一
月
は
十
三
日
、
十
五
日
、
二
十
日
の
三
回
、
虹
保

育
所
で
ふ
れ
あ
い
保
育
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

第
二
回
授
業
公
開
週
間 

―
十
一
月
十
九
日
～
二
十
二
日
― 

  

今
学
期
も
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
授
業
公
開
週
間

を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
本
校
教
員
が
お
互

い
の
授
業
を

参
観
し
合
い
、

積
極
的
に
研

修
の
機
会
と

し
ま
し
た
。 

   

食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
に
作
品
展
示 

 
 
 

―
美
術
授
業
作
品
― 

 
 

二
学
期
、
美
術
の
授
業
で
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
作
成
し
、

食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
と
し
て
展
示
ま
し
た
。 

君の「夢」サポートします 
―地域と共にある 地域に輝く東灘高― 

活動の様子は、兵庫県立東灘高等学校ホームページ 

でご覧になれます。 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~higashinada-hs/  
ひがだね 

まずは、銀杏並木を散策 

吹奏楽部が頑張りました 

クッキーづくり。真剣です 

学校評議員の皆さん 

一人ひとりと握手しました 

見つめられてちょっと緊張 

がんばってます！ 

馬場先生に指で読んでもらいます 

食堂がパッと明るくなりました 


